「汗顔の 至りで、 多少 身に 覚えが あります が、 話 ほど 

ではない ようで。 実は、 その 結 城 新十郎 どのの ことで 

御前の 御 智略 を 拝借に あがり ましたが」 

「なに か 事件が あつたかい」 

「まことに 天下の 大事 件で、 新聞 は 記事 差 止め。 密偵 

は津々 浦々 にと び、 政府 は 目下 御前会議 を ひらいて お 

り ま T9」 

いつもながら 虎之介の 話 は 大きい が、 御前会議 は 例 

外 だ。 海 舟 は フシ ギ がって、 

「どこかで 戦争が はじまつ たか ェ？」 

「実は 昨夜 八 時 ごろ 政商 加納 五兵衛が 仮装舞踏会の 席 



がない から、 X 国から 五 百万 ポンド 借りたい と 考えて 

いる。 五 百万 ポンドと いえば 五 千万 ドル。 今の 相場な 

ら 三千 億円ぐ らいに 当る という 大金な ので ある。 

ところが 日本が 大 ェ 業 をお こすの を 喜ばな い 国が あ 

る。 Z 国な どが その 代表 だ。 後日 自分の 巿場を 荒され 

る 怖れが あるから である。 

そこで 総理大臣 (十八 年 十二月まで は 太 政 大臣と 

云った。 その 前後が ちょうど この 捕物の 時期に 当って 

いるので、 官名 を 史実 通りに ハツ キリ かくと 秘中の 実 

が 知れて しまう。 そこで 太 政 大臣 をひッ くるめて、 前 

後一 様に 総理大臣と よぶこと にす る。 他に も、 その 一 



事に よって 秘中の 史実が 知れる という 決定的な 場合に 

は 実の 名詞 を 使わず 今様の 名詞 を 使います から 御 承知 

下さい) は 考えた。 大 製鉄所 を 国家の 事業と してやる 

と、 国際的に うるさい。 半官半民 でも、 おもしろくな 

い。 民間人に やらせる 一 手で あるが、 幸い 志 を 同う す 

る 者に 大政 商加納 五兵衛と いう 者が いた。 そこで この 

男の 個人 事業と してやらせる ことにな つ た。 

とはいえ、 これ は 表向きで、 五 百万 ポンドの 借金に 

しても、 実際 は 政府が タン ポも だし、 借金の 後始末 万 

端 責任 を もっとい う ハツ キリした 国家 事業 だ。 X 国 は 

Z 国と は 勢力 対立し、 目の敵の 間柄で あるから、 日本 



が 工業 をお こして Z 国の 東洋 巿場を いくらか でも 荒す 

というなら 不賛成で はない。 そこで 日本と X 国が 密々 

に 交渉 を はじめた。 

けれども、 五 百万 ポンドと いえば、 まことに 莫大な 

金額で あるし、 目の敵の Z 国と はいえ、 国際 間の こと 

は 微妙で、 いくらの 得に もなら ない ことで 他国の 怒リ 

を まねく ような バカ はしたくない。 X 国 は 慎重 その も 

ので、 五 百万 ポンド、 はい、 貸しましょう、 と はな か 

なか 云って くれない。 

こうして 半年ち かく も埒が あかない うちに、 三国が 

この 秘密 交渉 を 見破って しまった。 裏の 裏まで 見ぬ い 



た。 

そこで Z 国が 裏 を かいて、 仕返しに 何 をした かとい 

うと、 彼 は 日本に 忠告したり、 X 国に 抗議す るよう な 

こと はしない。 日本 は X 国から 紙 • 石油 • 綿糸 (これ 

が 先の総理大臣の 呼称と 同じ ことで、 実 を 書く と 秘密 

が 知れる から、 品目の 名 はデタ ラメ) を 買って、 これ 

が X 国の 莫大な モウ ケを なして いる。 そこで Z は X へ 

の 仕返しに、 他国から 日本に 安価な 原料 を 世話した 上、 

製紙、 製油、 製 綿糸の 大工 業 を 起させようと 企んだ。 

Z 国が この 秘密の 相談 を 持ち かけた の は、 総理大臣 

上 泉 善 鬼の 政敵で、 次期 政権の 必然的 候補者と いわれ 



ている 対 馬 典 六であった。 典 六 は 善 鬼の 藩と 対立す る 

雄 藩の 代表的 人物で もあった。 そこで Z 国の 大使 フラ 

ンケン (この 名 もデタ ラメ。 発音に よって 国名が 知れ 

るから、 いい加減 なの を 選んだ) は ひそかに 典 六 をよ 

んで、 お前に 五 百万 ポンド 貸して やる から、 大々 的に 

製紙、 製油、 製 綿糸 事業 を やれ、 原料 も 製品の 海外 巿 

場 も 世話して やる。 けれども、 政治家の お前が やる の 

は 国際的に 不埒な 点が あるから、 表向き は 実業家 神 田 

正彦の 個人 事業と してやらせろ。 タン ポは これこれ だ 

が、 これ はお 前が 総理大臣 になった とき、 公式に 借款 

契約した ような 書式に しょうじゃ ないか、 ともち かけ 



た。 

さて X . Z 両国が 対立す るに 至った から、 売られた 

暄嘩は 買う のが 人情、 X 国が アツ サリ 政府の 申出に 応 

じて 五 百万 ボンド かして くれた かとい うと、 そうで は 

ない。 なかなか ゥンと 云わない。 この 理由 はいろ いろ 

と 取沙汰 されて、 世間で は、 X 国大 使チ ヤメ ロスが 加 

納 五兵衛の 娘お 梨 江 (当時 十八) に 執心で、 総理 上 泉 

善 鬼に その 意 を ほのめか したから、 善 鬼と 五兵衛が 汗 

水たら してお 梨 江 を 口説き、 ついに 平身低頭して 頼ん 

だけれ ども、 お 梨 江 は、 

「オト トイお いで」 



と、 学習 院の 卒業生に ある まじき 言葉 を 用いて、 て 

んで 問題に ならな か つたと いう。 

実際 は X の 内政が ヒ ヘイして いて、 Z の 攻勢に 応じ 

られ ない 弱 身が あつたと いうの が 事実の よう だ。 しか 

し、 当時の 人々 はお 梨 江の せいに して、 これが 評判で 

あった。 

そのと きの 秘話と して、 次の ような こと を 世間で は 

伝えて いる。 娘 ツ子 を 口説く にも、 外交 談判と 同じよ 

うに、 時々、 世間話な どもして 打ちと けた フリ をし な 

ければ ならない から、 善 鬼 は 懐中から 蠟 マッチと いう 

秘蔵の 品物 を とりだして みせて、 これ は チヤ メロ ス大 



使から もらった 舶来の ボス ポル (マッチの こと) であ 

るが、 日本の ポス ポルと ちがって、 どこで こす ッても 

火が つく。 西洋で も 甚だ 珍奇な もの だ、 といって、 一 

本 をお 梨 江に 与え、 一本 を 自分の 靴の 底です つて 点火 

してみ せた。 

「ま ァ、 珍しい 品物。 ちょ ッと、 ォジサ マ」 

と、 お 梨 江 は 目 を かがやかせて、 イス を 立って 進み 

でる と、 アツと おどろく 善 鬼の ハゲ頭 を 片手で おさえ 

て、 力 いっぱい マッチ を こすった。 お 梨 江の 期待に 反 

して 火が つかない から、 

「ァ ラ、 ゥソ つきね」 



と 云って、 お 梨 江 は マッチ を 投げす てて しまった。 

善 鬼 は カミナ リ 大臣と よばれて、 癇癩 もちで 有名で 

あつたが、 こ こぞ カン ニンの しど ころ、 蠟 マッチに 一 

文字 を ひいた ハゲ 頭に 湯気 もた たせず、 ニコ リニ コリ 

と 笑って みせた という。 

交渉 は 停滞して いると も 伝えられ、 九分九厘 まと 

まった とも 伝えられ ている 矢先であった。 加納 五兵衛 

が 殺害され たという の だ。 しかも、 自邸の 舞踏会で。 

五兵衛 自邸の 舞踏会と いうから、 あるいは これ も、 

例の 主旨が 眼目 かも 知れない。 フランケンが 典 六と 神 

田に よびかけてから、 五兵衛 は 目に 見えて 焦って いた _ 



「あなたの 仮装 は - J ^ J に 用意し て) J ざ います。 あなた 

もくよく 

は 沐浴の ヴィ ー ナスに 仮装 あそばせ。 泰西名画の 画 中 

人物です。 満太郎 さまが 御 帰朝の 折 テラコッタの 壺を 

お持ち帰りで したから、 モス ソ をたら し、 壺を 抱えて. 

たのしい 沐浴の 場所 を さがして 川辺 を 歩く かに、 さも 

軽く お歩き あそばせ。 そして」 

ここで アツ 子 はお 梨 江 を 刺殺す るよう に 見つめて、 

「チ ヤメ ロス さまが あなたのお 手 をお とりでしたら I 

I チヤ メロ ス さま は 回教徒の サルタンに 仮装 あそばし 

ておいで です。 チヤ メロ ス さま を みちびいて 庭の 静か 

な 木蔭の 芝生へ いら ッ しゃる のがよ ろしい わ。 そして 



「ハ？ ィャ。 すでに 来て いる はずです が、 見 こぼし 

て おられる のではありません か」 

「バ 力な。 ォレは 三十 分 も 前から 目 を 皿に して 見て い 

るの だぞ。 ャ。 あんた、 加減が わるい のか？」 

五兵衛の 額に 脂汗が ういて いる。 息づ かいが 荒い。 

しかし 五兵衛 はちよ ッと 笑って、 

「いえ、 カゴを かついで 走りす ぎた せいです。 お 梨 江 

のこと は、 さっそく、 手配いた しましょう」 

彼 は フランケンと 踊つ ている アツ 子のと ころへ きき 

に 行った が、 戻って きて、 

「じき 現れる そうです I 



r ィャ。 つまり、 何 か だくよう な 様子です。 だくと 

いったって、 ハダ 力 だから、 だいて る わけ じゃァ ない 

なァ。 つまり、 胸 をこう、 こすった のかな。 私 は ハツ 

キリ 見ました。 つまり、 あれ は 死の 苦しみと いうの か 

なァ」 

彼らの 目撃して いた こと は、 それだけであった。 

新 十郎は 楽士 を 帰して、 女中、 下男、 書生ら、 二十 

数名 を よびあつめた。 そして、 何 か 変った ことに 気附 

かなかった かと 尋ねた が、 お 絹と いう 若い 女中が、 お 

そく 戻って きた 五兵衛の 謎の ような 眩き を 記憶して い 

た ほかに 変異 を 見て いる 者 はいない。 



お 絹 は 顔 を あからめながら、 

「ハツ キリ 覚えて はおりません が、 幽霊に だまされた、 

…：- J 

お 絹 は 自分 の 言葉に 笑 いだして、 

「です が、 ほんと に、 そう 仰 有った のです。 そして、 

まさか、 ァレが 生きて やすまい、 なんて 仰 有った よう 

です」 

「戻られた の は、 何時 ごろです か」 

「会場の 皆様が 大分お あつまり になって 後の ことで し 

た。 いそいで 御飯 を 三 膳、 お茶 づけで 召し あがって I 

I お急ぎの とき は、 いつも そんなです。 一二 分で、 かッ 



れ たように ポッ とあからん でし まった。 美男子と いう 

もの は 得な もの だ。 

「今晩は どんな もの を 召 上った ね？」 

「蒲 焼 やお サ シ ミ や 鮎 や 洋食 の 御 料理 や、 いろいろと 

用意して > /ざい ましたが、 急いでお 茶漬 を 召 上 ると き 

は、 梅干 を 六 ッ七ッ 召 上る だけで ございます。 梅干が 

お好きで、 御前 様の 梅干 は 小 田 原の 農家の 古漬を 特に 

ギ ン ミ し て 取 寄せ て お ります」 

みん 

五兵衛の 食膳への せる 梅干の 壺は 明の 高価な 焼物 だ 

という ことであった。 大きな ッブの 揃った 何十 年 も 経 

たかと 思われる 梅干が まだ 六ッ 残って いた。 



しいな ァ、 と 思つ たんだが、 西洋の 手裏剣た ァ 知らな 

かった ね。 こいつ ァ、 術が ちがいます。 フランケン は 

大 そう 好男子 だが、 西洋 手裏剣の 名取り だろうと 睨み 

ましたね」 

* 

海 舟の 前に かしこまった 虎之介 は、 後先 をと りちが 

えない ように 念 を 入れて、 語リ 終って ホッ とした。 

さて、 それからが 問題で、 花 廼屋に 鼻先で あしらわ 

れ たが、 無念な ことに は 奴め の 雑言た がわず、 彼の 心 



ちへ 向いて おります 隙に、 手裏剣 をう つた 者、 田 所の 

ほかに 犯人 は ございません。 手裏剣の とび 来った 方角 

に 最も 近く 居た 者 は 田 所で、 すこし 離れて フランケン 

がお リま すが 、 彼の 位置 は 田 所に さえぎられて 手裏剣 

をう つ ことができません。 倒れる 五兵衛に 走り 寄って 

抱きと めた の は、 離れて いた 故、 剌 したの は 自分で な 

ぃぞと 見せる 下心。 まんまと 化かしお おせた ツモ リだ 

が、 奴め、 このと き シッポ を だしてお ります。 ふらつ 

き 倒れる 五兵衛 を 見て いたの は 田 所 ひとり、 人のう つ 

た 手裏剣な らば 奴め が 見逃す はず は ^ /ざいません」 

海 舟 は 煙草盆の 下の ヒキ ダシ から ナイフ を とりだし 



虎之介が 海 舟 邸から とって 返して、 新 十郎を 訪ねる 

と、 花廼屋 がつ めかけて いて、 新 十郎の 出動 を 今が今 

かと 待ち かまえて いるが、 まだ 潮時で はない と 見えて 

新 十郎は 書生の 晏 吾と 西洋将棋に 没頭して いる。 

虎之介 を 見る と 花 廼屋は よろこんで、 

r ャ。 お帰り。 大 探偵。 とうとう 犯人 を 見つけな すッ 

たね」 

「ハツ ハツ ハ。 貴公の 心眼 はどうした ェ」 

「ナ 二。 犯人 は フランケン さ。 顔 は 優しい が、 根 は 西 



か 正体が つかめません。 しかし、 だいたい 素行に つい 

て は 悪評が ありまして 、 フランケン と は 近 一 J ろ 特に ネ 

ンゴ 口 だと いう こと を 噂して いる 者 は ござ います。 

散々 歩いて、 つきとめ たの は、 ようやく、 それだけで 

…：- J 

新 十 郎はニ ッコリ 笑って、 

「いつもながら、 あなたに は 感謝し ますよ。 正確 無類 

に 私の 足の 代り をつ とめて 下さる からです。 おかげで 

私 は 西洋将棋 をた のしむ ことができ ますよ。 私が 自分 

で 歩いた つて、 あなた 以上に ききだす こと はでき ます 

まい。 では、 そろそろ 出発いた しまし ようか」 



貌が ハツ キリ 致しました ようです。 どうしても 毒 死で 

なければ ならない という こと、 小柄 を剌 しこんだ の は 

毒 死 を w J まかす 手段に 相違な いという こと は、 昨夜 か 

ら 確信いた してお りました。 毒 死と 知れて は、 犯人が 

邸内に 居る こと を 見破られ 易い からでしょう。 多数の 

さ しが ね 

方々 はお 嬢 さまが 卒倒な さッ たの を ある 人の 指 金で 定 

めら れた 時刻の ようにお 考えの ようで したが、 この 時 

刻 はお 嬢 さまが 勝手に 選んだ もので 偶然に すぎません。 

ある 人の 指 金で 定められた 時刻と は、 加納 さんが 幽霊 

から 使い を もらって 夕月へ ひきだされ、 どうしても、 

会に おくれて 帰 邸せ ざる を 得なかった と いう カラク リ 
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